
                                                              

                                 

  

                                 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

                        

 

                                     

 

  

 

 

  

日 曜日 予   定 

１ 金  

２ 土  

３ 日  

４ 月  

５ 火 保育参観  個人面談（全保護者対象） 

６ 水     

７ 木 避難訓練（全園児） 

８ 金  

９ 土  

10 日  

11 月   

12 火 誕生会（満 3歳児・年長組） 

13 水 みどりの広場  職員会       

14 木 誕生会（年中組） 

15 金 誕生会（年少組） 身体測定（2歳児）  

16 土  

17 日  

18 月 海の日 

19 火  

20 水  

21 木 みんなで大掃除 

22 金 終業式 

23 土  

24 日  

25 月 夏季休業（～8／２４） 

26 火  

27 水  

28 木  

29 金  

30 土 みどりの集い（1年生） 

31 日  

《 せいかつ 》 
暑さから自分の体を守りましょう。 

（帽子をかぶる、進んで水分補給をする）  
 
《 仲よしあそび 》 
・夏ならではの遊びを十分に楽しむ。 

（泡遊び、シャワー遊びなど） 

・全身を使って思う存分に造形遊びを楽しむ。 

（絵の具遊び、泥んこ遊び、新聞遊びなど） 

・夏の行事に触れ、イメージを広げて遊ぶ。 

 （笹飾り、宇宙ごっこなど） 

 

８月の主な予定 

 

 

お知らせ 

◇２５日(木) ２学期始業式 普通保育 

◇２６日(金) 身体測定 

◇３０日(火) 避難訓練（2歳児） 

◇３１日(水)みどりの広場 

 

≪保育参観≫ 

・５日(火)男児の保護者 

・６日(水)女児の保護者 

※詳細については６月６日付けのプリントを 

ご確認ください。 

≪個人面談≫ 

・５日(火)～８日(金)（全保護者対象） 

 ※６月１４日付けの『決定版』をご確認ください。 

 

 

 

 

 

令和４年７月みどり幼稚園 

《 ７ 月 の 予 定 》  

 

 

今 月 の 保 育 内 容 

さ く ら 組 
・教師や友だちと一緒に水遊びを楽しむ。 

・教師に手伝ってもらいながら、一緒に身の回りのことをしようとする。 

年 少 組 

・水、砂、泥などの感触を存分に楽しみながら、友だちと一緒に遊ぶ。 

・夏の生活の仕方を知り、身の回りのことを自分でしようとする。 

・夏野菜の生長に興味を持ち、収穫したり食べたりすることを喜ぶ。 

年 中 組 

・夏の遊びや生活に必要なことが分かり、自分から進んで行う。 

・いろいろな水遊びに興味を持ち、水のおもしろさや気持ち良さを感じながら遊ぶ。 

・夏ならではの遊びを経験する中で、思ったことや感じたことを教師や友だちに伝える。 

年 長 組 

・プール遊びの約束を守り、自分なりの目当てを持って楽しむ。 

・七夕や宇宙に興味や関心を持ち、友だちとイメージを膨らませながら遊ぶ。 

・収穫した野菜の大きさや形、色、匂い、数、味などに興味や関心を持つ。 

 

《  経 験 内 容  》 

 

実家庭配付 

先日はまとまった雨があり、気温が下がって湿度が高い状況もありましたが、これからは

暑い日が続くことでしょう。先生方は朝からテントやパラソルを広げ、日陰づくりに励むこ

とになります。 

 ６月から子どもの遊びの中で水を使うことも増えました。近くの水道から水を汲んでき

て、砂場に作った山やトンネルに水を流したり、雨どいを持ってきて水を流したり、どんど

ん遊びが広がります。砂場の外にあふれた水のところでビチャビチャ足踏みしているさくら

組の子どもたちは、泥足になりながら足の裏で感触を楽しんでいるようです。 

 胎児の時から五感はあるそうですが、誕生後に様々なものに出会いながらその五感が磨か

れていきます。ですから、五感を使って確かめる行動は非常に重要な行動であり、経験知と

なってインプットされていきます。脳のシナプスが次々につながって、脳の発達が促進され、

情意的な面もさらに育っていくことになります。 

 プール開きは行ったものの、コンディションに恵まれず、プールからの歓声はこれからで

す。小さい子が洗髪するときに目に水がかからないようにキャップをつけることもあるよう

ですが、頭からシャワーを流せない場合は、小学校の水泳指導では苦労するのです。水の中

で目を開けることも、初体験の子どもにとっては高いハードルのようです。 

周りの人が、心配のあまり先回りして困難を回避できる状況をつくっていくことが、結果

的にせっかくのチャンスを潰している場合もあります。一度嫌な思いをしてしまうと、それ

を克服するにはかなりのエネルギーが必要です。普段の生活や遊びの中で楽しく初めての体

験を重ねていくことが、前向きに挑戦し、成長する土台になっていくのだと思います。 

さぁ 暑い夏、たのしく・おもしろく、プールで遊ぼうね！ （文：園長 奧山愼） 


